
はじめにお読みください

855-910876-386-00 2009年7月　初版箱を開けてから本装置の初期設定を完
了するまでの手順を説明します。
このスタートアップガイドに従って作
業してください。

1 添付品を確認する
梱包箱を開け、添付品がそろっていることを確認してください。

*1 バックアップDVD-ROMの中には「ユーザーズガイド」や各種オンラインドキュメントも格納されています。
ユーザーズガイドやオンラインドキュメントはAdobe Readerで閲覧できるPDFファイルです。

*2 EXPRESSBUILDER DVDの内容についてはEXPRESSBUILDER内の添付品一覧を参照してください。

添付のバックアップDVD-ROMおよびフロッピーディスクは、再セットアップの時に必要と
なりますので大切に保管しておいてください。

2 ユーザーズガイドを読む
ユーザーズガイドはバックアップDVD-ROMの中に格納されています。ユーザーズガイド

はAdobe Readerで閲覧できるPDFファイルです。

<バックアップDVD-ROM>:/nec/doc/manual.html

ユーザーズガイドでは、本装置を安全に取り扱うための注意事項やStartup Guideでは記載されていな
いセットアップに関する詳細な説明、運用やアップグレードに関する説明が記載されています。また、
「故障かな？」と思ったときのトラブル回避の手段やサービスに関する情報も記載されています。本装置
を取り扱う前にぜひお読みください。

PDFファイルを閲覧するためには、Adobe Reader日本語版が必要です。Adobe Readerは
アドビ社のW e b サイトから無償でダウンロードすることができます（h t t p : / /
www.adobe.co.jp）。

ユーザーズガイドは、NECのWebサイトからダウンロードすることができます（http://
support.express.nec.co.jp/pcserver/　→　［製品マニュアル（ユーザーズガイド）］をクリッ
クしてください）。

3 ラックを設置する
本体はEIA規格に適合した19型（インチ）ラックに設置して使用します。ラックに設置する

場合は、次の条件を守ってラックを設置してください。

ラックの設置は必ず複数名で行ってください。

ⓦ 本体
ⓦ 電源コード
ⓦ フロントベゼル
ⓦ セキュリティキー
（フロントベゼルに貼り付けられています）

ⓦ 内蔵デバイス固定用ネジ×4

ⓦ ソフトウェアパッケージ一式
（バックアップDVD-ROM*1を含む）

ⓦ EXPRESS BUILDER DVD*2

ⓦ お客様登録申込書
ⓦ 保証書（本体梱包箱に貼り付けられています）
ⓦ 使用上のご注意
ⓦ スタートアップガイド（本書）

ⓦ スライドレール（アウターレー
ル）取り外し工具

4 本体を取り付ける
本体をラックに取り付けます。ユー

ザーズガイド（ハードウェア編）の2章を参照して
ください。

ラックの設置や本体の取り付けは必ず
複数名で行ってください。

© NEC Corporation 2009
NECの許可なく複製・改変などを行うことはできません。

引き続きシステムのセットアップをします。裏面をご覧ください。➠➠➠

このマニュアルは再生紙を使用しています。

5 ケーブルを接続する
本体背面にLANケーブルを接続した後、添付の電源コードを接続します。ユーザーズガイド

（ハードウェア編）の2章を参照してください。

膀本体左右に取り付けられているスライド式のレール
を取り外す。

膠レールアセンブリの四角い突起を、19インチラックの
角穴に入れて取り付ける。

この時に「カチッ」と音がして、ロックされたことを確
認してください。

レールアセンブリは、取り外したインナーレールに再
度取り付けます。どちら側のインナーレールから取り
外したものかわかるように印を付けるなどして区別し
てください。複数の本装置を設置する際もどの装置の
どちら側のインナーレールから取り外したものがわか
るように区別してください。

レバーやレールで指を挟まないよう十分注意してくだ
さい。

膕左右のレールアセンブリのス
ライドレールをロックされる
まで引き出す。

膤 2人以上で本装置をしっかりと持ってラックへ取り付
ける。

本装置側面のインナーレールをラックに取り付けた
レールアセンブリに確実に差し込んでからゆっくりと
静かに押し込みます。

膂本体前面にあるロック解除ボタンを押しながら、
レールを持ってゆっくりと装置後方へスライドさせ
る。

レールアセンブリを取り外すと、本体にはネジで固定さ
れたインナーレールのみが付いた状態となります。

上図は右側（前面）を示していますが、右側（背面）、左
側（前面/背面）も同様に取り付けてください。もう一
方のレールを取り付ける時、すでに取り付けている
レールアセンブリと同じ高さに取り付けることを確認
してください。

前後に多少のガタツキがありますが、製品に支障はあ
りません。

レールアセンブリが確実にロックされて脱落しないこ
とを確認してください。

ロック機構が確実にロックしている事を確認してくだ
さい。

途中で本装置がロックされたら、側面にあるレリーズ
レバー（青色のレバーが左右にあります）を手前また
は、奥に押しながらゆっくりと押し込みます。

レバーやレールで指を挟まないよう十分注意してくだ
さい。

差し込む時、インナーレールの両側をまっすぐ挿入し
てください。

設置時は、左右のツマミを持ってゆっくりと確認しな
がら取り付けてください。

初めての取り付けでは各機構部品がなじんでいないた
め押し込むときに強い摩擦を感じることがあります
が、製品に支障はありません。

差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時
に途中で止まることがあります。その場合一度装置を
ロックがかかるまで完全に手前に引き出してくださ
い。左右のロックが完全にかかったのを確認してか
ら、その後左右のロックを解除させて再び装置を押し
込んでください。

膣本装置を何度かラックから引き出したり、押し込んだ
りしてスライドの動作に問題がないことを確認する。

しばらくすると、「カチッ」とロックされます。本体側
面にあるレリーズレバー（白色）を矢印の方向に引き、
ロックを解除しながら本体から取り外す。

ラック内の他装置と隣接する位置に本装置を取り付け
る際は、他装置と本装置の筐体が干渉していないこと
を確認してください。もし干渉している場合は、他装
置と干渉しないよう調整してレールアセンブリを取り
付け直してください。

スライドレール部分の動作を確認してください。スラ
イドレールがラックのフレームに当たり、引き出せな
い場合は、スライドレールを取り付け直してくださ
い。

以上で完了です。

ボタンを押すとロック
が解除できます。

レリーズレバー（白色）を矢印
方向に引きながらレールを引
き出してください。

インナーレール

取り外したレールアセンブリは、レバーを押しながら矢
印方向へ動かし、もとに戻してください。

レバー

ロック機構

完全に装置を押し込むと装置前面のロックがかかり装
置を固定できます。

レールアセンブリ

装置側インナーレール

レリーズレバー

装置運搬時の脱落防止のために、工場出荷時にスライ
ドレールは左右ともに背面側と側面がテープで固定さ
れています。ラックへ取り付ける前に、テープをはが
してください。

テープ

最後に
コンセントへ
（必須）

添付の電源
コード

クラスタ用ネットワーク/
バックアップ用ネットワーク
（任意）

社内LAN（必須）

管理用ポート

システムが割り振るLANポート番号（eth n・n=数字）は次のとおりです。

オプションのNICなし オプションのNICあり

－ eth0: － eth0: 
－ eth1: － eth1: 

－ eth2: オプションのNIC
－ eth3: オプションのNIC

また、デフォルトで通信用インタフェースとして割り当てられているポートは、eth0です（設定
は初期セットアップの完了後、Management Consoleから変更することができます）。



6 MW500gをセットアップする
本装置をプロキシサーバとして起動させるために最小限必要となる環境を構築します。WindowsクライアントPC（WindowsXP 以降が動作
する環境）を用意してください。詳しくは、ユーザーズガイド（ソフトウェア編）の３章「初期インストール」を参照してください。

7 システムにログインして、各種設定を実行する
初期セットアップ完了後は必ずManagement Consoleに接続してシステムの初期化完了を確認してください。完了後、本装置の詳細な設定や
管理は、管理コンソール「ManagementConsole」画面で行います。

膀 管理クライアントのWebブラウザから以下のURLに接続する

クライアントPC上でWebブラウザ（Webブラウザは、Microsof t
Internet Explorer 6.0 SP2以上）を起動します。
Webブラウザの設定では、プロキシを経由しないで接続してください。

https：//本装置に割り当てたFQDN：50453/

または

https：//本装置に割り当てたIPアドレス：50453/

注意：URLに本装置のFQDNを指定する場合は、管理クライアントで名
前解決ができることが必要です。

膂 管理コンソールにログインする

前述のURLにアクセスすると「セキュリティの警告」画面が表示されます
が、問題はありませんので、続行してください。

8 ESMPRO/ServerAgentの設定を
する

本体の状態を監視するソフトウェアESMPRO/ServerAgent」がイ
ンストール済みです。ファンやマザーボード、ハードディスクドライ
ブ、本体の温度などを監視するこのソフトウェアの設定（しきい値やイ
ベント通知先）を行います。

詳しくは、バックアップDVDに格納されている「ESMPRO/ServerAgent
ユーザーズガイド」を参照してください。

<バックアップDVD>:/nec/doc/500/esmpro.sa/esmsa_users.pdf

接続に使用するクライアントマシンによっては、罫線が文字化けすること
がありますが、それぞれの機能は問題なく動作します。

以上で完了です。

9 管理コンピュータのセットアップを
する

本体をネットワーク上から管理、保守するソフトウェアを管理コン
ピュータにインストールします。ソフトウェアは、本体に添付の
「EXPRESS BUILDER DVD」に含まれています。
管理コンピュータのDVDドライブに「EXPRESS BUILDER DVD」
をセットすると表示される「オートランで起動するメニュー」からそれ
ぞれインストールすることができます。
詳しくはユーザーズガイド（ハードウェア編）の3章を参照してくださ
い。

膀 クライアントPCと本装置を準備する

本装置が提供するWebインタフェースによる初期導入設
定を行うため、本装置と同じネットワークのIPアドレス
（例えば、192.168.250.1/255.255.255.0）を設定した
WindowsクライアントPC（以下、クライアントPCと記
述します）を用意してください。

メモ：本装置の初期状態のネットワーク設定は以下のとおりです

LANポート番号 ：eth0
IPアドレス ：192.168.250.250
ネットワークマスク ：255.255.255.0
ホスト名 ：intersec.domain.local

・ハブ環境を介して接続する
ハブに本装置とクライアントPCをそれぞれスト
レートケーブルで接続します。
注意：本装置とクライアントPC以外の機器は接続
しないでください。
・本装置に直結する
本装置とクライアントPCをクロスケーブルで接続
します。

膂 クライアントPCと本装置を起動する
本装置とクライアントPCをLAN ケーブルで接続した
後、電源を入れてください。本装置の起動後、背面の
「LINK」ランプが点灯しているか確認してください。
起動後、クライアントPCのコマンドプロンプトから
ping コマンドなどを使用して通信状態を確認してくださ
い。
［実行例］
C:¥> ping 192.168.250.250（■）
（■）斜体部分は、本装置のIPアドレスです。

本装置と通信できない場合は、クライアントPCのネット
ワーク設定やLANケーブルの接続などを確認してくださ
い。

膠 本装置の初期導入設定ManagementConsoleに接続する

クライアントPCのInternet Explorerから以下のURL を
指定して、本装置のManagementConsoleに接続してく
ださい。

http://192.168.250.250:50453/

正常に接続されると「Management Console」のログイ
ン画面が表示されます。

ユーザ名、パスワード入力画面が表示されます。”ユーザ
名（U）”、”パスワード（P）”に以下を入力して、［OK］をク
リックしてください。

ユーザ名(U) ：root
パスワード(P)：システム管理者パスワード(*)

システム管理者のパスワードは、『管理者用パスワード』
に記載されている「出荷時の管理者用パスワード」を入力
してください。

膕 初期導入設定を実行する
1　初期導入を開始する
ログインが成功すると以下の画面が表示されます。［開
始］ を押下し、初期導入を実施します。作業を中断した
い場合は、［中止］を押下してください。

２　システム管理者を設定する
ここでは、システム管理者に関する設定を行います。シ
ステム管理者のアカウントは“admin” （固定）です。シス
テム管理者用のパスワードを「パスワード」「パスワード再
入力」に入力して［次へ］をクリックしてください。
システム管理者名のパスワードの指定は必須です。

メモ：システム管理者のアカウントは、セットアップ完
了後システム管理者ManagementConsole画面
で変更できます。

３　ネットワーク情報を設定する
お客様の運用ネットワークに合わせたネットワーク情報
の設定を行います。
「ホスト名(FQDN)」、「IPアドレス」、「サブネットマス
ク」、「デフォルトゲートウェイ」、「プライマリネーム
サーバ」、「セカンダリネームサーバ」に設定内容を入力
し、[次へ(N)] をクリックしてください。

※項目名の先頭に‘*’があるものは必須入力です

４　InterSec/MWのシステム構成を設定する
本装置のシステム構成に関する設定を行います。
InterSec/MWは、以下の構成を選択できます。
・スタンドアロン構成
・Webサーバ／メールサーバのフェイルオーバクラスタ構成
・Webサーバのロードバランスクラスタ構成
「Webサーバ／メールサーバのフェイルオーバクラスタ
構成」を選択した場合は、「ミラーディスク用デバイス名」
を指定し「ミラーサイズ」をGB単位で入力します。設定を
終了後、［次へ］をクリックしてください。

メモ：各システム構成の詳細な説明は以下のとおりです。
・スタンドアロン構成

本装置台で運用します。LANインタフェースの冗長化が
できます。

・Webサーバ／メールサーバのフェイルオーバクラスタ構成
２台のInterSec/MWでの冗長化システムによる運用を行
います。この構成を選択した場合は、「ミラーディスク用
デバイス名」と「ミラーサイズ」（ミラー対象のパーティ
ションサイズ）の指定が必要です。

InternetExplorer6の場合

InternetExplorer7の場合

管理コンソールのログイン画面が表示されます。“システム管理者ログイ
ン” をクリックしてください。

ユーザ名、パスワード入力画面が表示されます。”ユーザ名（U）”、”パス
ワード（P）”に以下を入力して、［OK］をクリックしてください。

ユーザ名（U） ：admint

パスワード（P） ：システム管理者パスワード（*）

　　 　（*）6［4］-2で設定したパスワードです。

　項目名 　設定内容

　* ホスト名 　本装置のFQDNを設定します

　* IPアドレス 　本装置のIPアドレスを設定します

　* サブネットマスク 　ネットワークマスクを設定します

　デフォルトゲートウェイ 　デフォルトゲートウェイを設定します

　プライマリネームサーバ 　プライマリネームサーバを設定します

　セカンダリネームサーバ 　セカンダリネームサーバを設定します

・Webサーバのロードバランスクラスタ構成
２台以上のInterSec/MWでのWebサーバロードバランス
を構築します。この構成は、Webサーバのみ利用するこ
とができます。

ロードバランスクラスタ構成

障害発生 切り替え

注意：フェイルオーバクラスタ構成、ロードバラン
スクラスタ構成を構築する場合は、初期導入完了後
システム管理者ManagementConsole画面からの
設定が必要です。『ユーザーズガイド』の３章を参照
してください。
また、フェィルオーバクラスタ構成を構築する場合
は、別売りの「E x p r e s s 5 8 0 0 / MW 3 0 0 g -
,MW500g- 二重化構成構築キット」が必要です。

５　初期導入設定内容を確認する
前項までの初期設定内容を表示します。
設定内容に間違いがないか確認してください。
表示した設定内容でよければ［次へ］をクリックしてくだ
さい。
設定内容を変更する場合は［前へ］をクリックしてくださ
い。

負荷分散

ネットワーク
負荷の低減

負荷分散

Ｗｅｂブラウザに表示された画面から各種システムの設定ができます。詳しく
は、ユーザーズガイド（ソフトウェア編）の４章を参照してください。

「ミラーディスク用デバイス名」
２台のマシンそれぞれに対しミラーディスク用に同じサイ
ズのパック／論理ドライブを別途作成しておく必要があり
ます。作成したデバイス名（/deb/sdaもしくは/deb/
sdb）が表示されますので指定するパーティションを選択
します。
「ミラーサイズ」
最大で指定できるサイズを表示されます。必要な「ミラー
ディスク用デバイス」のサイズをGB単位で指定します。

フェイルオーバクラスタ構成

６　システムを再起動する
初期導入設定が完了すると、システムの再起動画面を表
示します。
続けてシステムの運用設定を行う場合は［システムを再起
動する］をクリックしてください。
システムを停止する場合は［システムを停止する］をク
リックしてください。

バックアップDVDをPC等に挿入したまま、再起動するとインス
トール処理が実行されます。利用後は必ず取り出してください。

膠 管理コンソールへの初めてのログイン

「ManagementConsole」に初めてログインした場合、以下の「操作結果通知」画面
が表示されます。本画面が表示されて本装置の全ての初期導入が完了したことに
なります。画面のメッセージ従い、[ 戻る]をクリックしてください。

管理者用のトップページが表示されます。


